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推薦 のことば

 本研究プロジェク トは、保健体育で必修化 されたダンスの授業について、先行研究 レビ

ューや現場教員 のインタビュー調査 を踏 まえた上で、テキス トと動画の教材を開発 し、そ

れを評価す るとい う一連の活動を含む。開発 した教材 は、ステ ップなどを豊富なイ ラス ト

でわか りやす く紹介す るもので、タブ レッ ト端末等 で確認 しなが ら、動画 も同時に確認で

きる とうい う工夫が されてい る。単なる現状 の問題 を調査す るに とどま らず、具体的な解

決 ツール を作成、提案す るとい う、ユニークでSFCら しい卒業プ ロジェク トである。

 筆者の市川は、長年ダンスに取 り組 んできた 自らの経験 を、中学校のダンス授業の向上、

ダンスの魅力の拡大 につなげていこ うと、本アクシ ョンリサーチを計画 した0オ リジナル

教材 の仕上が りの質は非常に高 く、研究プロジェク ト全体 としての完成度が高 く優秀であ

るため、ここに推薦す る次第である。

慶應義塾大学

環境情報学部准教授

     秋山美紀



中学校のダンス授業を支援するための教材開発

 ～体育教員のスキルアップを目指 して～

慶應 塾大学総合政策学部4年
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概要

 本研究では、平成24年 に保健体育授業で必修化 された 「ダンス」授業において、教

員の抱える不安や問題を解消し、楽 しいダンス授業の実現を支援す る方法を提案するこ

とを目的 としている。先行文献を調査することにより、ダンス必修化に伴い中学校の体

育授業の現場が困惑 していること、特にダンスに対 して知識がない男性教員や男子生徒

に向けた授業への不安を抱えている現状があるとわかった。さらに、教員へのアンケー

ト調査により、教材の内容の問題ではなく教材の形態に問題があることが浮かび上がっ

た。これまでにもテキス トや講習会などの教材 はあったものの、それ らが現場の教師の

求めている形ではないことが示 されたことか ら、筆者の経験を活か した教材の作成 を行

うことにした。保健体育授業における目的を満たした上で、教員の抱 える不安 を軽減す

るようないつでも見返せ る手軽なテキス ト教材および動画教材の開発を した。それ らを、

実際に中学校で体育 を指導 している3名 の教員に使用 し評価 してもらった。その結果、

スマー トフォンを利用 したいつでも見 られる教材の需要があることがわかった。

キー ワー ド:ダ ンス必修化、ダ ンス、教材 開発 、教員、保健体育
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1.研 究 の 目 的 と 概 要

1)筆 者 の 経 験

 私は2003年 か ら現在 までス トリー トダンスを してきた。ス トリー トダンス を通

して、仲間 と一緒 に協力 して何 かを作 り上 げるこ とや身体 的表現 で ものや感 情 を伝 え

るこ との素晴 らしさを感 じてきた。そのた め、他 のス ポー ツでは経験 で きない こ とが

あ る と信 じ現在 まで継続 してダ ンスに取 り組 む こ とが できた。ダ ンス を通 して、自身

は身体的 にも精神的 に も成長 してきた と感 じてい る。その よ うな経験 を よ り多 くの人

に してほ しい と思 うと同時 に、ダンスに対 して感 謝 を伝 えたい と感 じこのたび研 究テ

ーマに 「ダ ンス」を選択 した
。 この研究 が、ダ ンス授 業の楽 しさと質 の向上や教員 の

スキル ア ップ に繋が るこ とを願 ってい る。

2)ダ ンス必修化の背景

  文部科学省 は平成24年 度から、中学校の保健体育の授業において 「ダンス」を必

修化すると発表 した。

 平成20年3月 に改訂 した中学校指導要領において、保健体育では生涯にわたる豊か

なスポーツライフの実現に向けて、小学校から高等学校までの12年 間を見通 して、各

種の運動の基礎 を培 う時期、多 くの領域の学習を経験する時期、卒業後に少なくとも一

つの運動やスポーツを継続す ることができるよ うにする時期 といった発達の段階のま

とま りをふまえた系統性のある改善を図った。このことを受け、中学校において、第1

学年で従前 「武道」または 「ダンス」のいずれかを選択 とし、それ以外の領域を必修 と

していたことを改め、小学校高学年 との接続をふまえ、多くの領域の学習を十分 させた

上で、その学習体験 をもとに自ら探求 したい運動を選択できるようにするため、第1学

年及び第2学 年で、すべての領域を履修 させ るとともに、選択の開始時期を第3学 年 と

した(文 部科学省)。
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従 来

{狭く深く1

改訂後

1広く浅 く1

【図1 ダンス必修化 による変化(筆 者作成)】

 ダンス必修化の背景 として、学生にスポーツや運動を長期的に行ってほしいとい う願

いが読み取れ る。そのためにも保健体育において競技を学生に 「楽 しんで」もらい、運

動を長期的に行ってもらうための条件整備 をする必要がある。 しかし、「ダンス」分野

においては新たな取 り組みであるため現在では体勢が整っていない と考えられる。今ま

での保健体育授業において、男子が 「武道」を女子が 「ダンス」を選択する場合が一般

的であった。このよ うな改訂によって、新たな受講者である男子の授業や新たに指導す

ることになった男性教員に変化が伴い混乱があるのではないか と予想 される。

 本研究では、以上の背景から平成24年 度から実施 され る保健体育におけるダンス必

須化 にっいて取 り上げ、現在課題 として考えられる 「現場の教員の経験 ・知識の不足か

ら生 じる授業への不安感」を軽減 させ るための対策を考えたい。筆者の経験を基に、教

育委員会や文部科学省のような機関ではなく、■・大学生からの視点で対策を伝えていく

ことを目的 としている。それによって、手軽でかつ経験者の立場からより効果的に課題

に向き合 うことができると考えるか らだ。

3)ダ ンス の 定 義

 ここで は、本論文で扱 う 「ダ ンス」 とい う用語 の定義 をす る。

 ダ ンスは古代 よ り人 々の生活 を共 に し、世界各 国で様 々に進化 して きた。治療や呪術 、

共 同体の結びつ きを強 める、社 交や娯楽 といった ものか ら、美 の追求、自己表 現まで時

代 とともに多様 化 してきた(北 海道 教育委員 会)。 そ のため、それ ぞれ の ダンスに よっ

て特有 の動 きや守 られた 固有 の動 きが あるのは言語や 文化 の発展 と同 じよ うな もので

あ る。ス トリー トダンスに もそれぞれ の特徴 があ り、現在 では 「ロックダ ンス」 「ブ レ

イ クダ ンス」「ポ ップ ダンス」を中心 に 「オール ドスクール ダ ンス」と呼ばれ るもの と、
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「ヒ ップホ ップ ダ ンス」 「ハ ウス ダンス」 な どの 「ニ ュース クール ダンス」 と呼 ばれ る

ものが ある。その名の通 り、「ニュース クール ダ ンス」は1990年 前後以 降のダンスの

こ とを言い現在で も進化 してい るジャンル である。

 ダンス には他の身体運動 と異な り、以下の特徴が ある。

① 心 と体が一体 となった表現運動で ある。

② 律動的(リ ズ ミカル)な 運動 であ り、他者 との コミュニケー シ ョンを通 した共感的

 交流 が成 立 しやす い運動 であ る。

③ 心身 を開放す ることがで きる運動 であ る。

④ 時間、空間な どに よ り踊 りを多様 に変化 させ るこ とが可能な運動で ある。

⑤ 幼 い子 どもが 自由に踊 るよ うな 自然 な動 きか ら、長期 に渡 る研 さん を要す る技能 ま

 で幅 が広 く、生涯 にわたって追求 した り親 しんだ りす るこ とがで きる運動で ある。

 以上 をふ まえた上 で、ダンスは、『イ メー ジを とらえた踊 りに よる交流 を通 して仲間

 とのコ ミュニ ケー シ ョンを豊 かにす ることを重視す る運動 で、仲間 とともに感 じを込

 めて踊 った り、イ メー ジを とらえて 自己表現 した りす る ことに楽 しさや喜 びを味わ う

 こ とのできる運動』で ある。

4)論 文 の 構 成

 本論 文は六章構成 であ る。第一章で は、研 究 目的 に対 して筆者 の背景 とダンス必修化

へ の社会 的背景 の双 方か ら説 明す る。本研 究で扱 う 「ダンス」の定義 をす る。第二章 で

は、ダ ンス授業 の本 来の 目的 と、現状 の調 査 を先行研 究か らま とめた。第三章で は、実

際 の教員 か らの声 をま とめ現場 の課題 を明 らか に した。それ らを考慮 した上でテ キス ト

を作成 し、第四章で はテ キス ト作成 の説 明を した。第五章で は、現役の教員のイ ンタ ビ

ュー を基 にテ キス トの評価 を行 った。第六章 では、総括 と して この研 究か ら得 られた示

唆 を基 に、今後の展望 を述べ る。

《引 用 文 献 》

文 部 科 学 省.文 部 科 学 省 且P.

http://www.mext.go・JP/a _menu/sports/jyujitsu/1306098.htm

北 海 道 教 育 委 員 会.w'22 度 愚 樵'猶 ・ダ ン ス必 修 ヒに ・1た 地 。'
'首

校 事 業 報 告 書.

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ktk/grp/05/dansutangenkeikakurei1.pdf
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窯、 先 行 研 究 に 箆 る ダ ン ス 授 業 の 環 状 と 馨 的

 本章では、保健体育授業におけるダンス授業の現およびその 目的について先行文献 を

調査 して、明確にす る

1)ダ ンス授 業の現状 と課題 の把握

 本編は、中学校の保健体育で行われているダンス授業の現状や課題について、先行す

る調査研究から把握す ることを目的 としている。ダンス授業について理解することで、

現代的なリズムのダンスの授業の方法、また大学生が介入す る方法を考える上での情報

になると考える。

(1)方 法

 今回はCiNiiを 使い、文献を検索 した。検索キーワー ドは以下の とお りである。

  【表1 文献検索結果】

検 索 ワー ド 文献数

ダンス必修化 5件

現代的なリズムのダンス+授 業 11件

ダンス+授 業 701件

ダンス授業 271件

ダンス授業+現 状 1件

 検索 ワー ドを入力 し、検索 にかかった文献 の題名 お よび概 要 を黙視 し、レビューの対

象 とした文献 を選別 した。選択 の条件 とした ことは、2002年 以降に書 かれ た論文 であ

るか ど うか 、教員 を対象 に した研究 か ど うかの2点 であ る。本稿 では現状把握 を 目的 と

してお り過去10年 よ り古い論文 は選択 しなか った。 また、本研究 では教員 に起 こる効

果 について注 目してい る。よって、先行研 究で も教員 への調 査 を した もの を対象 とした。

 また今 回は、論 文だ けでな く文部科学省 のホー ムペー ジや学習指導要領か らも情報 を

取 り入 れてい る。

(2)結 果 と考察

-ダ ンス 授 業 と教 員 の 現 状

 中村1の 調査 に よる と、東京都 の 中学校の ダンス担 当の教員 の数 は平成20年 の ダン

ス必修 化の告示 か ら男女 ともに増加 してい る。 しか し、女性 教員 のダ ンス経験年数 が

15.6年 であ るのに対 し、男性教員 の ダンス経験年数 は2.7年 と有意 な差が認 め られ た。

また、女性教員 の47人 中2人 が ダンス指導経験 が全 くないのに対 し、男性教員 は112

名 中15名(40.2%)と 高い割 合 を示 してい る。選択授業 に よって、男子は武 道、女子 はダ

ンス とい った よ うに、必修化す る前か ら女子 に対す るダンス授業 の指導 は経験 があった
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の に対 して、男子 に指導す る経験 がなか った こ とが伺 える。この調 査 によって、ダ ンス

必修 化で経験不足や知識 不足 に不安 を抱 えているのは、女性 よ り男性 教員 が多い とい う

ことが示 された。

 教員 の ダンス授業 に対す る評 価 として は、肯定評 価が36.8%、 否定評価が35.9%と あ

ま り変 わ らない。否 定評価 の理 由 として、① ダ ンスを指 導で きる教員が少 ない(51.7%)

②男子へ のダンス指導 は難 しい、不安で ある(42.9%)と 、や は り男子 に対す る不安 と経

験不足 を訴 えてい る2。このままで は、指導経験の少 ない教員が担 当す る割合 が増加 し、

学習の質が低下す る可能性 が考え られ る。

 保健 体育科の全域必修化 に伴 う反 応 として、ダンスが男子 に適 していないな どとい う

意 見 もあ り、抵抗 を感 じてい る教員 も少 な くない よ うだ。その中で も、年齢の高い教員

ほ ど男子 の履修 を重視 していない傾 向が ある。

-現 代 的 な リズ ム の ダ ンス の授 業 に つ い て

 ダンス授業 では 「創作 ダンス」「フォー クダンス」「現代 的な リズムの ダンス」が選 択

可能で あ るが、中村 の調査 による と男女 の クラスに よって これに差が ある。女子 クラス

は創作 ダンスの採択率が最 も高 く、共習 ク ラスは フォークダ ンス、男子 クラスは現代的

な リズムのダンスが最 も選択 され てい る。ク ラス編成 に よ り、授 業内容 に知が良いがあ

る ことがわかった。現代的 な リズムのダンスの授業 の内容 と しては ビデオ等の既成 作品

の模倣 が26%と 、全 体の4分 の1が 定型 の動 きの習得学習や模倣学習 をす るとい う結

果が見 られ た。男子学生への授業 に対 して、現代的 な リズムのダ ンスが最 も多 く選択 さ

れてい る一方 で、新学習指導要領 に乗 っ取 った授業が され ていない よ うに考 え られ る。

 現代的 リズムのダンスの採択理 由 としては、① 踊 る楽 しさの体i(81.3%)② 生徒 の興

味が高い(50.7%)な どが上位 であ る3。 どち らも教員 の経験や知識 か ら採択 しているわけ

ではな く、生徒 のために授業 を している とい う意 図が感 じられ る。また、ダンス授業 が

運動技能や 学習態度 の育成 よ りも生徒 の楽 しさ体験や興味 ・関心 を優先的 に考 えている

とわか る。

一指 導 法 研 究 ・教 材 研 究 の有 無

 ダンス に対す る経験の不足 を感 じてい る教員 であ るが、ダ ンス必修 化 に向 けて研 修や

教材研 究 を どの くらい してい るだ ろ うか。 「してい る」 と回答 した教員 は25.6%な の に

対 して 「していない」 と回答 した教員は74.4%と 、 していない教員が有意 に多い。 「し

ていない」理 由 としては、①忙 しくて時間が とれ ない(67.3%)② 適 当な教材 が見 当た ら

ない(20.7%)と 、上位2つ の理 由でほ とん どを占めてい る4。 忙 しいのを理 由のす る教員
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がほ とん どで、次 に教材 の選び方が わか っていない ことか ら、手軽 で明確 に教 え ること

のできる機会が与 え られ るこ とを考慮 しなけれ ばな らないだろ う。

(3)結 論

 以上 の文献調 査 よ り、ダ ンス授 業の現状 お よび課題 として、以 下の3点 が明 らか にな

った。

O

0

0

ダンス必修化が告示 され てか ら教員 の人数 は増加 の傾 向 にある。 しか し、男性

教員 は経 験 ・人数 ともに不足 してお り授業 に影響 を与え ると考 え られ る。また

ダ ンス授業 に対 して、教師 が抵抗 を感 じるのは男子 生徒 への授業 であ り、教員 ・

生徒 ともに男性 のダ ンスへの接触 とい うのが課題 となってい る。

ダ ンス授業 の中で、3つ の種類 のなかで も 「現代的 な リズムのダ ンス」が最 も

採択 され ている。 その理 由 と しては、楽 しさや興味 か らであ り生徒 が抵抗 を感

じる ことな く授業 に取 り組 め るよ うに考 えてい る。一方 で、教員 の経験 が追い

つ かず、ビデ オの模倣 な どで授業 が進 む ことも多 く教員の教材が不足 してい る。

教員 は教材や 、指導 を求 めてい るものの時間 を理 由にや ってい ない人 がほ とん

どであった。今後 、指導 の確保 をす るにあたって時間 を考 えた手軽 な方法 を提

案す るこ とが求 め られ る。

2)ダ ンス授業の 目的 と意 義

  保健体育のダンス授業において、求められる点や重視 されている点について引用文

献を基に論 じる。

「ダンス授業 の 目的 と意義」

・様 々な動 きを体験 し、身体 イメージや身 体感 覚 を高 めるこ とがで きる。

・仲間 と一緒 に踊 るこ とや 、自分 と異 なる表現 を認 め合 うといった人 とのかかわ りを

通 し、 自己表現や他者 を理解す る経験が 自信 につ なが り、 コミュニケーシ ョン能力

を向上 させ るこ とが期待 され る。

・律動 的な運動 による快感 や身体的 な接触 は笑顔 を引き出 し、心 と体 の緊張 を緩和 し

てス トレスを軽減 させ るこ とがで きる。

・それ ぞれ の興 味 ・関心や能力 に合 わせ て取 り組む ことができ る運動 であ り、活動的

な生活 を維持す る もの として生涯 にわたって楽 しむ こ とがで きる。

  (北海道教育委員会)
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(1)考 察

 歩 く、走 るな どの よ うな 日常使 うか らだの動 きで はな くできるだけ普段使 わない よ う

な動 きや リズムを教 えるこ とが求 め られ る。ダンスのや り方 に も様 々あ り、1人 で踊 っ

た り2人 や複数 人で競い合 った りす るダ ンス もあるが 、ここでは仲 間 との交流 を重視 し

てい る。 したがって、授業 の中で も、チーム を組んで表現す るこ とや誰 か と一緒 にダ ン

スをす ることが求め られてい る。また、認 め合 うこ とが大切 なので ダンス は正解 のない

運動 だ とい うことを強調 す ることも大切 だ と考 える。律 動的 な動 き とい う点 につ いては、

ダ ンス の中で も一定 の リズ ム とステ ップ を刻 み続 けるダ ンスが体育授 業 にお いて有効

なのではないか と考え る。具体的 には、ハ ウス ダンス のよ うに一定 の リズム(4つ 打 ち

と呼 ばれ るリズム)が 続 くよ うな音楽 を使用 したダ ンスが良い と考 える。ハ ウス ダンス

は現代的 リズムのダンスの内の1つ であ り、1で 述べ た よ うな現状 の課題 を解決 す るに

も適 してい る。また、身体的接触が できるよ うにペ アや グル ープを組 んだ学習 にす る方

がいいだ ろ う。ダ ンスには正解 ・不正解 がない ものであ る。運動 に対 して苦手意識 を持

ってい る人で も、相手 と競い合 うもので はない ので不安 に思 うこ とな く取 り組 め る分 野

であ る。 その こ とを理解 させ る授 業展開 をすべ きだ と考 える。

(2)結 論

 以上 よ り、保健 体育 にお けるダ ンス授 業 に必要 な点 を3点 ま とめた。

①1人 行 うのではな く、仲間 とチーム を組 んで一緒 に踊 り交流す る こと

② 律動 的な リズムを刻 む音楽 を使 ったダ ンス にす るこ と

③ 相手 と競 い合 うのではな く、互 いに認 め合 うよ うな授 業展開で あるこ と
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s横 浜 欝 の 串 学 校 の 環 場 調 査

 本章では、現役 の教員 か ら現在 の教育現場 の調査 を行 った結果 をま とめ る。この調査

に よ り、現場の課題 を把握 す るこ とを 目的 としてい る。

1)方 法

① 対象者

 横浜市 で勤務 し、現在 も保健体 育を教 えてい る教員 を対象 としアンケー ト調査 を行 っ

た。調査対象者 は、筆者 の母校 の教員ヘ メール にて転 送 を依頼 した。泉 区1人 、戸塚 区

2人 、栄 区1人 か らアンケー トを回収す ることがで きた。4人 はそれぞれ別 の学校へ勤

務 していて、10年 以上教師 として働 いてい る。

②調査期間

 調査 は2012年10月 上旬 にメール を送信 し、10月 中旬 までに返信 が あった もの

を対象 としている。

③ 質問内容

 Q1:勤 務地 区は どこか

 Q2:学 校が選択 して い るダ ンスの ジャンル は何か(創 作 ダ ンス、現代的 リズムのダ

ンス、 フォー クダ ンスの内 どれか)

 Q3:担 当教員 は誰 か(男 女 区別 はあ るか)

 Q4:授 業形態 は ど うか(男 女別 か男女共習 か)

 Q5:ダ ンス の講習会へ の参加 の有無

 Q6:あ る場合は、感想 ない場合 は、講習会 についての意 見

2)結 果 と考察

調査結果を以下にまとめた。

【表2 横浜市中学校調査結果 】

所在地 ダ ンスの ジャンル 担当教員 授業形態 講習会への参加

泉区 現 代 的 リズ ム の ダ

ンス

男子は男性教員、

女子は女性教員

男女別々 あ り:あ ま り参考

にな らなか った

戸塚区 現代 的 リズ ムの ダ

ンス

女性教員 男女共習 あ り:授 業 に直結

す る内容 ではな か

った
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戸塚区 創作ダンス 体育教員(男 女

関係なく)

男女共習 な し:必 修化す る

前 と変更がないた

め

栄区 フ ォー ク ダ ン ス 男子は男性教員、

女子は女性教員

男女別々 な し:必 要性 が あ

れば行 く

 選択 す るダ ンスの種類 は、現代的 リズムのダ ンスが2校 、創作 ダンスが1校 、フォー

クダ ンスが1校 だった。

 先行 文献同様 、横浜市 で も現代 的 リズムの ダンス を選 択す る学校 が多か った。担 当教

員 は、中には女性教員 のみ とい う学校 もあったが男 女 ともに教 えな ければな らない とい

う現状 があ ることがわかった。

 授業形態 も、学校 に よ り様 々でダンス授業 に関わ らず保健体 育の授 業全般 で男女別 々

の ところは男女別 々に、男女共習 の ところはダ ンス授業 も共習 であ るよ うだ。横浜市 の

中学校 では、保健体育で男女共習 の学校 が近年増加傾 向にあ り、その影響 を受 けてい る

よ うだ。

 講習会 については、現代的 リズムのダンスを選択す る学校 では参加 してい るが、そ う

でない学校 では不参加 とい う結果 になった。創作 ダンスや フォー クダンスは、必修化す

る前 と授 業内容 にほ とん ど変化が な く、学校外 で行 われ る講習会 に参加 しな くて も学校

内の教員だ けで授 業 を展開で きるか らのよ うだ。今回 は講習会 に参加 してない学校 で も、

必 要性 があれ ば行 く、とい う意 見に も見 られ るよ うに、講習会な ど学校外で も積極的 に

学ぼ うとい う姿勢 が見 られ た。必修化 を受 けて、新たな分 野 を取 り入れ るこ とやそれに

対 して学校外 の時間 も費やす ことに抵抗 があま り見 られなかった。講 習会 に参加 した教

員 の意見 では、 「あま り覚 えていない」 と言 った曖昧 な感想が返 ってきた。 この講 習会

は、教育委員会が実施 した ものの ことを指 してい る。講習会 が役 に立たなかった とい う

意 見では、内容の良 し悪 し以前 に内容 を忘れ て しま うとい う意見 が見 られ た。内容 が授

業 に合 うか合 わない か とい う改善 よ りも、 「講習会 」 とい う形態 の改善や他 の教材 を与

え る機会 を増やす ことが求め られ てい るよ うだ。

3)結 論

 以上 よ り、横浜市 の中学校 の現状 を3点 にま とめた。

① ダンス必修化 に よって、男性 教員が男子生徒 にダンスを教 え るとい う現状が ある。

②講習会 な ど、学校外 への教材 に対 して積極的 に取 り入れ よ うとい う姿勢 が見 られ た。
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③講習会などは内容を忘れてしま うとい う形態を改善する必要性がある。

 っまり、講師の選択や音楽など内容の改善が求められているのではなく、忘れにく

 い印象 を与えることや忘れない形 に残 るものが教材 としてふさわ しいのではない

 かと考えられる。
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癒 教 材 の 作 成

 先行文献 と現場 の調査 をふまえた上 で、教員 のための教材 作 りを行 った。本 章ではそ

の説 明 と工夫 した点を具体的に説 明す る。

1)教 材 の コ ンセ プ トと説 明

 第2章 では、ダンス必修化後多 くの学校 で現代的 リズムのダンスが選択 され てい るに

も関わ らず知識不足 が課題 とされ ているこ とがわかった。また、短 い時 間で手軽 に学べ

る教材 の必要性が ある とわかった。第3章 で は、現場 の教員 は講習会 な ど学校外 での学

び に積極的 だ とわか った。そ の一方で、講習会で は内容 を忘れ て しま うとい う短所 が指

摘 された。以上の理 由か ら、①現代的 リズ ムのダンスの②いつ でも どこでも短い時間 で

③復習 できる教材 を、④テ キス トとい う形 で作成す るこ ととし、 「先 生のた めのハ ウス

ダンスの教科書」 と名 付 けた。

 このテキス トでは、「先生のた めの」とい うのが最大の コンセプ トで ある。そのた め、

最 終的に教員 が生徒に教 えるとい う目的 を持 って学べ るよ うな工夫 を した。第2章 で ま

とめたダンス授業 に求 め られ ている ことを網羅 し、内容 に組 み込 む ことで授 業にそのま

ま活 かせ る よ うに した。まず第一 に、律動 的なダ ンスのジャ ンル であ るハ ウスダ ンス を

選択 した。次 に、1人 で学ぶ だけでな く2人 以上 のグルー プで一緒 に踊れ る よ うなステ

ップ を載せ、最 終的に踊 るとい う流れ で内容 の構成 を した。最後 に、保健体育授業 の最

終 目的で ある 「長 期的 に運 動 を持続 させ る」た めに生徒が 「楽 しく」運動 できる ことを

意識 してテキス トと作った。

2)具 体 的 な 内容 に つ いて

① 教 え る側 が読 む教 材 と して工 夫 した 点

 現状 で問題 になっている よ うに、教員 がダンスの基礎や知識 が足 りず に不安 を抱 えて

い る とい う。このテ キス トでは、ダンスの動 きや基礎 は もちろん歴史や起源 を冒頭 に加

えた。ダンスの背景 を理解す るこ とで、初心者 であって もダンスを学ぶ ことに対 して取

り組 みや す くな る と考 える。また、基本情報 を得 るこ とでそ の後 の学習 を忘れ な くなる

と考え る。

  テ キス トの中では、ポイ ン トと して学ぶ とい う視 点のみな らず教 える視点で の記載

を してい る。どの よ うに声 をかけれ ば良い とか、どの よ うに理解 させ るか とい うポイ ン

トを明記す る ことで教 える側 に役 立つ工夫 を している。(ま た、授業構成 の見本 をつけ

るこ とで授業展開 の参考 にな るよ うな コンテ ンツを設 けた。それ を参考 に、教員 が授 業

に対す る不安感 をな くす こ とを期待す る。)
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 ② 長 期 的 な運 動 の た め に 、重 視 した 点

 「楽 しい」 と感 じられ る内容 にす るこ と。具体 的には、ス トリー トダンス の中でハ ウ

スダンスを選択 した こ とで ある。 ハ ウス ダンスで使用す る音楽 は、テ ンポがBPM 120

で ある。これ までの研 究で、音楽が心拍数 に影響 を与 え ることが報告 され ている。また、

適度 な興奮 がBPM 120ほ どの心拍 数だ とい う研究1か ら、ハ ウスダ ンスの音楽 は適度

な興奮=楽 しさを引き出す力 があ る と考 え られ る。よって音楽 に馴染 みがない教員や生

徒 も、聞いていて リズムに乗 る事 で楽 しむ ことがで きる と考 える。以上 の理 由よ り、ハ

ウスダンスは

 また、体育授業 では受容感(教 師や仲間か ら認 め られ る感 じること)と 統制感(努 力

すれ ばできる とい うこと)を 与え る工夫 をす る と、運動有能感 が得 られ る とわか ってい

る2。 この運動有能感 が生涯 スポーツをや るこ とに影響 を与 えてい る。 そのた め、難 し

い動 きで はな く基礎的 な動 きを中心に し、統制感 が得 られ るよ うに した。 さらに、応用

のステ ップ を加 えて達成感 を味わ えるよ うにす るこ とで 「楽 しさ」を感 じ られ るよ うに

してい る3。 更 に、仲 間 とチー ムを組 んで考 え、良い点 を見っ ける よ うに授 業展開 をす

る提案 を してい る。

 ③ 手 軽 に見 返す た め に工 夫 した 点

 このテ キス トは、 「いつで も ・どこで も見 られ る」手軽 さを重視 して作成 した。 テキ

ス トで は、ステ ップ の説 明な どをでき るだけ詳 しく、1つ1っ の動 きを細 か く記載 した

が、小 さく印刷 した場合や スマー トフォ ンな どの端 末で も見 られ るよ うに大 きな図を用

いてい る。また、テ キス トの図や文 字だ けでな く、全 ての説 明で動画 を撮影 して実 際の

動 きと音で見 られ るよ うに した。その動 画をyoutubeに ア ップ ロー ドした。 QRコ ー ド

に してテ キス トに記載 し、動 画を見たい ときにす ぐにURコLが 出て くる工夫 を してあ る。

動画 では、短 い時間で も復習で きる よ うに、1つ1つ の長 さを平均 して1分 程度 と短 く

した。

SfEP2で ダウン プをとる

験 ○

孟
 そのままつま先をつけて、
ハウスダンスのダウンを嘩じてみよう1

【図2 QRコ ー ド例 】
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5、 教 材 の 評 緬

 本章で は、教材 を実際に教員 に見て もらい行 ったイ ンタ ビュー を元 に教材の評価 を

行 う。

1)方 法

 横浜市栄 区山手 学院 中高等学校 に勤務す る、現役 の体育教員3名 にイ ンタ ビュー を実

施 した。

 ・Aさ ん(以 下A)…40代 女性教員 、ダ ンス授 業 の経験 あ り、スマー トフォ ンの使

  用経験 な し

 ・Bさ ん(以 下B)…50代 男性教員 、ダ ンス授 業の経験な し、スマー トフォ ンの使

  用経験な し

 ・Cさ ん(以 下C)…20代 男性教員 、ダ ンス授業 の経 験な し、スマー トフォンの使

  用経験 あ り

 事前 に教材 を印刷 した もの とスマー トフォ ンに表 示 させた ものの2つ を渡 し、実際 に

手 に して もらった感想 を聞いた。それ ぞれ10分 程度 で フィー ドバ ック とい う形で 、自

由に話 して もらった。その発言 をハ ー ド面(機 能性 や、コンセプ ト等 について)と ソフ

ト面(内 容 にっ いて)の2つ に分 けてま とめた。

2)結 果

①ハー ド面 につい て

 ・QRコ ー ドで動画 を読 み込 め るとい う発想 がいい。(A)

 ・私た ち世代 だ と、スマー トフォンを使用 している人 が少 ないので発想 は新 しくてい

  い けど、実際にみんなが使 うには時間が かかるか も。(A)

 ・最近 ではスマー トフォ ンでは な くても、見 られ るものが多 くなってきたので携帯 で

 見 られ るのは本 よ りも手に と りやすいか も。(A)

 ・スマー トフォ ンで こんな ことがで きるなんて知 らなかった。自分 にはつ いていけな

 い。本 に して売 った ら売れ そ うだね。(B)

 ・ダンス授業 の ことはよ く知 らないので内容 の良 し悪 しや、授 業 に直接 使 えるか どう

 か はわか らない け ど、 自分 が教 える ことになった ら使 用 したい。(C)

② ソフ ト面について

 ・文字 が多い と読む気 が しないので、図 とち ょこっ と した文 とい うバ ランスがいい。

  (A)

 ・ とにか く簡単 な ことを盛 り込 んで、小 さい子 に教 える感覚 で書 くといいね。(A)
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 ・足を置 く順番 を色 で変 えて表記 したほ うがわか りやす いか も。左右違 う色 に した方

  がわか りやす い。(A)

 ・ どんな音楽 を使 って練習すれ ば良いのか、音 楽について もっ と記載 があ るといい。

  心肺蘇生法 はあんぱん まんマー チのテンポが合 うと言 われ てい るけ ど、それみ たい

  な どれ くらいのテ ンポでや る と丁度 いい のかってい う例 があ るとわか りやす い。(A)

 ・0か らのスター トと考 える と、初歩的なステ ップ を教 える ことか ら始 める流れがい

  い。(A)

 ・文字が少 な くて、見やすい。内容 もわか りやすい。 自分 で もできそ う。(B)

 ・このま ま動画 をテ レビにつ ない で授業 できそ う。(C)

 ・学校 で教員 が見 る教科 書なんて、写真 が載 ってい るだ けで授 業のや りよ うが ないか

  らこんなに詳 しい教材 があった ら役 に立つ。(C)

3)考 察

①ハ ー ド面につ いて

 「手軽 さ」 を コンセプ トと しスマー トフォンを利用 した点 について賛否が得 られた。

女性教員 か らは、教材 が携 帯で見 られ る とい う点 につ いて 「本 よ りも手に取 りやすい」

とい う好意的 な意見 をも らえた。スマー トフォンを普段 か ら使用 してい る20代 男性教

員か らは、使 ってみ たい とい う意見 と共 に、どのよ うに配信す るのか とい う質 問 を求 め

られ た。新 たなテ キス トの形態 として、PDコF化 した教材 の可能性 を感 じたが、今後 は

配信方法 な どどのよ うに使 って もら うか とい う点 につ いて考 えなければな らない。

 そ の一方で、50代 男性教員 は、普段携帯電話 を使用 す る頻度 も低 く、スマー トフォ

ンに対 して抵抗感 が あるよ うだ った。製本 した方が良い とい う意 見を もらい、手軽 さよ

りも馴染みが あるか とい うことの方 が重視 されていた。 ター ゲ ッ トを明確 に絞 り込 み、

その上で 「手軽 」の定義 をも う1度 決 める必要が ある と考 えた。

② ソフ ト面について

 色 の付 け方や音楽 の記載 の有無 にっいてな ど細かい指摘 を受 けたが、全体的な流れや

印象 につ いては好評価 であった。ターゲ ッ トであ る50代 男性 教員 も本 を片手 に体 を動

か し、ステ ップを理解 している様子 だった。

 今回のイ ンタ ビューで は、ダンス必修化以降現代的 リズムのダ ンス授業 の担 当を して

いない人のみ しか 出来 なか った。そ のため、内容 が実際 の授業 に活 かせ るか といった よ

うな フィー ドバ ックをも らうこ とが できなか った。内容 につ いては、指摘 され た点 を修

正 した上で、ダ ンス を専門 に扱 う教員 に見て も らう必要性 を感 じた。

 体 育教 師が授 業す る際 に見 る教科書 では、ダ ンスの単元は15ペ ー ジほ どしかな く、

文字 のほ とん どない写真 が並べ られ た ものだった。確 かにそれだ けではわか りづ らく、
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今 回の よ うに1つ の単元で詳 しく記載 した教材 の必 要性 を改 めて感 じた。

4)結 論

 実際 に体育 の授業 を担 当す る教員3名 に、筆者 が作成 した教材 を手に して も らい フィ

ー ダバ ックを もらった結果 、明 らかになった3点 を以 下にま とめた。

 ①体育授業 にお いて1つ の単元 を詳 しく説 明 した教材 が不足 してお り、教員 か ら今 回

のよ うな1つ の単元 に特化 した教材 の需要が ある。

 ②新たな教材 の形態 として、スマー トフォ ンを利用 して教材 を配信す る場合 、その配

信方法や広 め方 を考 えなけれ ばな らない。

 ③今 後教材 を どの よ うな形態 にす るかは、ターゲ ッ トを絞 り求 めている ものを調査 し

設 定す る必 要が ある。
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§8稔 繕

 第6章 では、本研 究 の総括 として、 ダンス必修化 にお いて不安 を抱 える教員 の支援

の方法 として、オ リジナル教材 を使用す る ことへ の可能性 と展望 を論 じる。

 まず第一 に、ダ ンス必修化 で教師 が感 じてい る不安 の原 因は知識 不足であ る。しか し、

保健体育 の教育現場で はある単元 に特化 した教材 とい うのは少 ない。平成24年 に必修

化 された ダンスに関 して もそ うである。特 に、必修化後 に選択が できるよ うになった現

代的 リズ ムのダンスの教材が不足 してい る現状が ある。今回私 は、そ の現状 を解消す る

た めに現代的 リズムの ダンス に特化 した教材 の作成 を した。現場 の調査 によ り、ある特

定の単元に特化 した教材 への需 要が あるこ とがわか り、教材 の評価 は高 かった。しか し、

今後 どの よ うに この教材 を広めてい くか、どの よ うに した ら多 くの人の手 に届 くか とい

った思索が必要 だ とわかった。市販 されてい る教材 への認 知 も低 く、認 知 を広 げるこ と

ができれ ばダ ンスに対 して不安 に思 ってい る現場が変わ るのではないか と考 えた。

 次 に、ダンス必修化 で不安 を抱 えてい る教員 は今 までダ ンスを教 えて来なか った男性

教員 が中心 であ る。またダンス必修化以 降現代 的 リズムのダ ンス を選択 す る学校 が6割

を越 えてい て、従来 のダンス教員 も知識不足 で不安 を抱 えてい る現状があ る。それ に も

関わ らず、時間が ない のを理 由に学校外 で教材 を手 にす ることがあま りなかった。そ こ

で、男性 教員で も手 に取 りやす く短い時 間で も学べ る教材 の必要性 があ る。そ こで独 自

に開発 した教材 をPDF化 し、スマー トフォ ンで も閲覧可能に した。「手軽 な=い つ で も

見 られ る媒体 を通 した」と設 定 したが、世代 によってはそ の媒体 が異 なる ことがわかっ

た。スマー トフォ ンは40代50代 の教員 の中では持 ってい る人 自体少 な く、もはや携

帯電話 も身近 な存在 ではない よ うだ。したが って、それぞれの ター ゲ ッ トに合 わせ た媒

体 の設定 の必要性 を感 じた。今 回の よ うな教材 の形態で は、スマー トフォンに馴染み の

ある年代 で これ か ら保健体 育でダ ンス を担 当す る教員 には役立っ可能性 を感 じた。

 今回 の研究 では、母校以外 の学校 への接触 の難 しさを感 じた。一学生が教育現場の リ

アル な声 を聴 くこ とは難 しく、多 くの情報 を得 ることがで きなか った。その 中で仮定 を

普遍化す るのは難 しく、それ らは今後の課題 である。学校 に直接行 くので はな く、教育

委員会か ら情報 を得 るな ど、他 の方法 も視野 に入 れて考 える必 要が あるだ ろ う。しか し、

少ない情報 の 中に も気 付 くこ とやそ の人 た ちのためにな る ことを探 し行動 す るこ とが

で きた。 この研 究 が1人 で も多 くの人に役 立つ よ うに、今後 も伝 え発信 してい きたい。
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一

3カ やン』
襯 瞳 ら

一 。___鮮.      
.    耳嫁穿に松冨塗慧鋏ダン黛の藤

-リ ズムの基本

鑓y墾難 えながら でリズム とる ③手拍子で"オン"と
"エン"カウントを理解する .鱗

①8つ のテンポ(カウント)の音を聞く

1

P

2

3

♪5ワ

マ
8 

 
7

 
 
 
♂

6

②手拍子で8カウントをとる

雲 ゾ ・… ぐ 、ー 》

  リズムは、甚本は8カウント
  を-つ のかたまりとして数え.
  その繰り返しでできています。
  8の次は、また1から始まり
  ます.

撫,艶.』 』

ゆっくりのリズムから始めて、
だんだん遼くすると子供たち
が無理なくついてこれます。

疏

セオ』ン2 瓢ジン レ

  8カウントのうち1and 2 and 3 and.ー一の1や2の 表拍子を

  「才ンカウント」と言います。手拍子で言うと、手が閉じてい
  る状態です。and(エ ン)がエンカウント(裏拍子)で 、手が開
} いているときです。

一 ㌧ 》  ザ     、  、、    ヂ      ,     ー, 一. 、 圃・、ー

一7一 一8一

蟹桝 腰でダウンとアップをとる

,2ダウンとアップはリズムダンスのすべての動きの基本となります。動窟にダンスとしての

厚みや量みを持たせることができます

▼ダウン

①まずはジャンプでダウンの

リズムをとろう

纏
講
肇
'.碑

.騨

②ハウスダンスのダウンの

基本を学ぼう

11感 訟縷で藤擦 耀 豊ン

1

㍗

2:つ ま麹締更て擁 豪齢 ずず1二1ダウン

難 今

3:轟 盛禽わ鷲て.樹 然 のダウンi

毎."㍉ 欧.
』Y`'

   そのままつま先をつけて、
ハウスダンスのダウンを感じてみよう聾

上紀では足の動きを説明してますが、ダウンはあくまで腰の動き。
ー'ダウン=足 を曲げる動き鱒

ではなく、イスに繧をかけるように」腰を落とす一と覚えるのがコッ。
そうすると.他の勤きに遅動しやすくなります。

ン題 一/i;鰭 遭 べy.ヴ"・ 身、…,諺 一

一9一 ー10一

一27一



▲アップ
  ダウンとアノブは 表裏一体の動き。この2つを理解しないとダノスができないと言って
 も過言てはありませんI

①難 筆濃 織
じてみよう.羅

②音に合わせてアップしてみよう

一�一

ら       、
《'、      ド、
 ♪ 茜

カ ウン トのos拍 前 に呼 び 動 作

とし てピザ を 曲 げ ます 。

㌘  3、'

まずはゆっくり1、35、7カ
ウントでアノブする勧きをやっ
てみましょう、で唐るよう-;なっ
たら 倍遼に挑戦してみよう。 記 ∴;コ㌘ ・∴密liげ 賦 、'講 ・ひ 胤f渥 い 撫 琶.'、 、1

霧il麟1}iliコ1継‡ll∴1蒙;ll滋
ぐ、、吃 凝 メ∵ げ:・:こi"∫'と、ゼ ～気 ド'㌦ 二9き'胤5   ・

鰭 携1～響;;;縛il蘇轍ざ;擁・;諮
・∴菰:運1罷 鱈ll藩1渉ilコ寡薪ミ濡1;該顧 菰ll∴

;㌶緊 揮 ぎ1・、 °f`v  二;il諮鋳1
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,                 い    〆、 '             ン  '        、          、

  ♂        、 、        ヒ         く  、   ♂            甘             ♂          ,   '                                     ㌧              、   、     十     卜〆   甘、
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、ヤ      '        、              ♂                   `         ,            、、  て  、 ,        、 、     、                ㌔'     、 ̀  {                           凸        凸   '〆 い

、∫、∵ ン1 凸 滋 続 〕 ∴ ▽ 、 、扇 、 搭 ・3顔 い;
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"へ

、旨 卜  ・ く …   き51二〇伽 ・、泄 ∵'・ 、、'・≒、  '.・ サ、㌧・   (、'}"・ 、  '  ・  '∵ '"ξ ♂'! 色 ㌧ ∵ 段筑 鳶妬 " ・   、

,＼逮1:=:終;iご凝;ヤ ∵憲 轡 鼠:lllご1熱ま鋤 羨1ζ1∵;
`ヂ:1'∫1・"ノ 争1:・∵ ・・、輿 壕1冥1汽 三翼;輩 乱㌔揮攣 嬢 か 曇 ㌦
・ぐ∵ 爵

、 宏・・∵ ∴ 砧 ∵観.'     ik'ご華・ど∴ ㍗ 身

{li聡絵鑓s奪1黛無1蘇鍵}慧

ジ塵1塾;蓄{1;i捲灘酵欝鯉 轡ll
ir..ぎ轡 嫁 コ1謹ミ/コき1〕煮 …1漸傷1・

ζ、㌶ ㌦統1ご ジ1㌧ ・∵1;◎ 頭 ・。:き1㌶
、!㌧ 、  ∵

辱$議 鑓繁廓う凄穆li学ぽ》ヅ
 ・・  '  ・、・、・{   ㌦ 'ノ'二㌧こ 軋  、♂  儀{    ・    い       ♂  ・       ,'モ壌 ㌧う三  」甘}ピ・'、 … 、㌔ 、㌦',、慮さ,^苧、、    い 、∈

     ダンスぽ壕珊建勤r言 わ糺」劉 糠 す畳置葉セ覚之攣翁》。o署 畷 璃

     す3φ がで薪楼編よ3C.ダ ンえ毒決 まrレ短鎗警宅覚丸誉呼れ耀体     
7衰 規τ季去セん-ま ≠は、ステッフ・宝覚詫ましょ3.

ーパドブレ

舗脇 雪諏 藪灘糊
 iがらステノブするところが最大のコツ, 号

、

①足の動き

  自分の前に等脚台形があると思って、頂 点を踏んで

 きましょう。

☆ ☆

i

2

●

肛
θ
○

0

◎

ら

◆

②

4

5

ら
・

ら

・

0⑤
1

→

☆
『㌧

ら0
■○

足下に台形があるとイメールすることがとっても大切,

       -13一

☆

3 6

⑥
や

.
唱

一14一

一28ー



②足のリズム

箋…騨…襲
繍

藁

.

漂)

黛 西鳶

馨13』 ・4

磁
㎡

働 ⑳ t

一2ス テップ

＼.伽 ブそmz,別枷_'
 !グ と も い う 。体 の 軸 をず ら さず に 、足 を 動i

 iか しス テ ップ を す る の が コ ツ 。    i ㌃                 ノ

  ..............................................................................

。鵜

①足の動き

  自分が逆正三角形がの真ん中にいると思って、頂点

 を踏んできましょう。

. .亀

不規剣なリズムなので.注意!手 拍子しながら.rトントトトントト』と
いうリズムを頭に入れてもらってから体を動かすと風い.

☆ ☆
③体の向き

.1.

o
。

ら
.

  
●

2

O
o

O

G
・

亀
◆

■5
.亀

.

4

0

●
、

●

3

6
■

嘘

や

◎じ

☆
.5=

踏み出す足のつま先と体の向きが一緒と覚えましょう.

一15一

足下に逆正三角形があるとイメ-ジすることがとってもxw!

一16一

1

ら
◎

ら
◎

① ④40
・

艶

o
O

②足のリズム

蕪
峯 慧 欝 導

レ 袋一3・ 4 5 ¥v t

2
ー
飼、

ら
・

50
・

多

不規則なリズムなので.注意!ハ ドプレと同様に手拍子しながら.
ぼトトトントトトン£というリズムを頭に入れてもらってから動くと良い、

③体の向き

3

②ら

  ◎

③0

◎

ら
◎

6

_17_

⑤0
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噸
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50
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ら
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■

13

、⑤

●
亀
◆

噸
0

◎

踏み出す足のつま先と体の向きが一緒と覚えましょう,
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-っ か っこ コい

i
3:

0 ×

憾 一'・ー'.. 
、一乙

   uの 上 か ら 串剰 しに され たと思 って 。軸 を固 定 しよ う1

轍

◎

製

2:

◎

0 ×

塾む

◎

・

徳』ジ '・

   足をよげるときは、青竹蹄み穫度。

朽 ジ'一
ハウスダンスでがに股-内股はNGです!

一19一 一zo一

一2度踏垂

紮荘 道滞 劣菟 欝 ㌶ 叢 撒

 i樟 な々願 で応用が効くステップ。 1
 ㌦     _料__w__塙____、 嚇帥_一ー

聖懇

①足の動き

  右2回(出 して戻す)→左2回 →右2回 ・・の繰り返し。

1

o'
◎

3

㌦
○

②足のリズム

欝
箋 z $ 轟 3

・1;多 31、41」 ・ ② 一3・ 鯉 ;i'

㍗
■ご

ひ

触
ぐ

ー

4

-定 のりズムだが.感覚をつかむまで少し時間がかかるひまずは、
ゆっくりのカウントから、早くしていくと農い。また、すぐに出来なくて
もだんだんできてくるステップだと伝える。

ー2度 踏みをつかむコツ★

1.

2

◎○

②

4

  ④

らo
◎○

2二

へ、「.㎞
凸
Y「(

-減

、
∠

;
へ

スキップしてみて.だんだん早くするとつかみやす.

    卍
廊 声 '

櫓 足に体重が乗りすぎると.うまくできません。イスに腰かけながらや
るなど.足に体重をかけないようにできるように敏えてあげましょう。

1へ ・・
一21一 一zz一

一30一



-一

①基本の動き(後ろに下がるver.)

1;足で円を描くように床を擦りなが

ら、1歩下がる

ら θ ①
  ◎ ○

θ

○
2=1の 足が着 いたと同時に逆足も同じ

ように下 げる。(1、2を繰 り返す)

 

θ

O

o
◎

o

◎

②

一23一

.難

②基 本 の動 き(前 に進 むver.)

1:足 で円を描くように床を擦りなが

ら、1歩 前に出る

θ

○

ら θ
◎ ○ ①

2:1の 足が着いたと同時に逆足も

同じように下げる。(1,2を 繰り返

す)

θ

◎

曳

輿
一24一

揚 鍔 締 舅スiC>〉)T'%, 灘
1:足 で円を描くように床を擦 りながら、1歩 下がる

※基本ウィングの1(後 ろに下がるver.)と-緒 です。

①
θ

○

ら

◆

θ

○
21逆 足も下げた足の横に出す

o

◎

③

1
◆ ○

一25一

3:1と 反対の足で円を描くように床を擦りながら、
1歩 前に出る

※基本ウィング(前 に進むver.)と一緒です。

O

◎

⑤

④・ θ

  ◎ ○

2:逆 足を前に出した足の横に出す。

θ

。
、

ら

◎

0

◎
一zs一

一31一



②足のリズム

難
峯 鼠 壽 5

塞 鳶 駕 遵・ 3 r¢1曳 ノ

ー ウ ィング(応 用編 ②)

①ウィングを用いたステップ2

1:足 で円を描くように床を擦りなが

ら、1歩下がる。

ら θ ①
  ◆ ○

②
θ

○

鷺雛

一このステップのコツ★

滑らせる足でない足を「軸」として.軸がずれないように、円を描くこ
とが成功の秘絵、「コンパス」みたいにと言うとわかりやすい!足 に
体■が彙りすぎると.うまくできません、イスに履かけながらやるな
ど、足に体婁をかけないようにで妻るように教えてあげましょう。

  婁熟鎧… 志コ澱{

撫 贈 織濫 際 灘 麦畿畿・が1
モ収 牒.一 酬 漁 糊 ㈱ 州_。 牒..斡 轍 耀 牒 鼎 構 踊_鯵 ㈱ 欄 燃 凄

2:逆 足も下げた足の横に出す。

※応用ウィングの1～2と 一緒です。

ら

◎

③

ら θ
◆ ◎

一27一 一28一

3;1で 出した足と同じ足を、逆足を追い

越すように前を通 って横に出す。

G

θ ら θ
◎  ◆ ●

4:3と 逆の 足を、後ろを通って横に出す。

②足のリズム

欝
箋 2 $ 轟

膨 1糞一3⑥

ーこのステップのコツ★

・5♪ 遷

ら θ ら
⑤◆ ○   ◆

5～8:1～4の 手順を全て逆 足で行う。

  左右 同じことをしてiセ ット。

足を置く場所を-颪隷上にして、移動していくのがポイント!

1
◆ ○

■ ○

◎

一29一 一30一

一32一
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謬鴛綴傷 饗冨ζ讐潭霧 謂瓢職もx3.騨蝦ダ
ンヌ筆象胤蓼讐之蹴7窃 轡畷う攣も乗㌻か転し携乗触鵡、転がも、鷺
鶏滋ス笹ψフ璽擁くつ跡う蓼耀鵜傭.膨 事鷲流嫁箋っのダン貰丁す、
ス夢》フセ灘み愈瓢錠方r渉.雄悌々 サディセ飴も7み蒙転潅第

 

①4x8の ダンス

尽/響 …… 響…… ……"乱'乱'乱    ・

 ＼ テキストで習ったステップを組み合わせてqz8カ ウント

濡 撫 霧 妻霜臨 詔 裏こ欝;
  駄晶             ______ノ

i蜘 鮮ヅレ

グ斗

酬
イ晶ノ

ゼ
冗
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層,こ
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轟
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D伊

1

i轟i
気_1

(パ ドブ レー>2ス テップ→2度 踏 み→ ウィング)

2:

3:

…愈
ヒ瓶_ξ

ヂ' 隔

灘;

餓
㌔A"ウ 、

…愈
ざ

七}
㌃ヒ
、}く

轟

・{き

帆解ヂ

響
醒((

一33一

.難

.謬

.灘

②2人雌 よう

 ～左右違った動きをしてみよう～

＼藤蕪 漁 瀟灘勲
  iヘアを組んでダンスを踊ってみましょう・  i
  ＼、                                    /

1:盤Zレ 蚤

  まずは前後に距離を空けて、前の人は右から後ろの人は

「1'

左からスタートします 。

   魚          2

骨

     骨㌔

倉
、

緯

訪

喬

喬
,

麟

喬
一34一

倉
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z:

前後に並んでスタ-ト。ウィングの応用編①のステップを、

左右分かれて踊ると、2人で円を描くような動きができま

す。

*
,鷺 。編.懸

▲
W
惹
W

③みんなでやってみよう
～前後違った動きをしてみよう～

築 ズー 、今度は人数を増やして
、前後違う動きを加え列を交代

  iしてみましょう。
k____～

1:ウ イング編

喬

倉

喬

有

鱒

前後2列 に並び、前の列と

後ろの列をウィングしながら
交代します。

②でやったような左右違った
勤きも取り入れて、みんなで
踊る楽しみを感じてみましょ
う!

2;パ ドブレ編

ウ,ング編.騨

倉

骨

骨

骨

前後2列 に並び、パドブレを
しながら前後移動します。体

を横向きにしてすれ違うイ
メ-ジです。

セ
、」

凸 
 
ヒ
玉

(

■、勤̂

・

すれ違うときに、顔を合わせ
る!そうすると自然に+」ｬYA'

出やすいでしよう.

一35ー 一36一
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マ いv噛に ・授 業 で の 展 開

}三厩
卿

軸 奢 ・.  鵬.    屡奪き讐興

      ,・緊 磯 ー一ー零

・墜簿内饗

一イン←鋤

ダ協 ⑳勤簗鑑寒

i蘇燐 懸 叡鵜iン会物プ
、

ス 事蓼プを嶺離 ・ 、,

麩 織i欝奏鴬脚
   #kダン凝 療る・

ガ ルー憐紛 か轍 畿ドダンスの搬豪

掌饗効禦

蝉 のサ輪タルの公澱など.
予幡マに灘つて縁r=ている朔晩
m繕 賃に書ウて、イメ樽ジを与え

る菰 繍や嚢憩蟹 、猶雲縦轟
の灘、纈匠櫓摘す融 、蓮齢が
驚夢の畿縫働 やずくな巻ψ

ダンスの轟磯から饗うこ七に
ホザζ.ダンス纏獲もζない、毒
いう鱒窮姥 曾る唱

ダンス筍す董上讐の獲購§類3
鉱ごで.鉾壱鞍かずこ之への篠
嬢噛をなく掌ψ

2《饗やるこ転絃(齢て、驚》『か
し盗②職漁鵠.お ー-4、勘 禽

う紮 驚痴爆鶴つ鋼ナる徽 がで
きる麺

テ幽マを麟 て博繍勲re,曲
の蕩び薄、践輪奪書も欝働 継
獄 こナるヱ喪登、解ンxの.亀箏
亀亦 手磯 く.気絢毎鱒 繕

rる のがケンスの虫い点磁あも

企an作
口億臓塾大学総合政簾学郎秋山奨紀硯究室

市川絢子
【ユ0071
神豪川県嵩辱掌権紀含体禽大会ダンス賊披3位
全国ダンス甲子園6位
lZOO瑚
神豪川県噺人六会5位
珊在鱒0人が醗臨する慶応夫学のダンスサ.クルW16～に断属。地竃の小掌主にダンスを教える.
霞客動員aOOO人の舞台でYix公演の企酉・出演などの活動壱行っている

【9身 文 献 一覧,

VON-?年 り月?日 ～012年11月Z9日(http〃po⊂MdP/en,oり 〆dance-5[Udy/

  邑「`hl》es/眠5叩nO8 hτm"》

川婚深雪ダンスの敏科書 小掌綬低学卑卿高掌年用 千代田区蘇式会祉 山と漂谷ti,2012
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